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全体の内容
Ⅰ．診断編
学習の困難から、発達性読み書き障害まで

Ⅱ．支援編
学習の困難から、発達性読み書き障害まで

Ⅲ．学習障害、その他編

Ⅳ．書字障害の診断と支援編

Ⅴ．算数障害の診断と支援編
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学習に困難がある子ども
の診断と支援

Ⅰ．診断編

学習の困難から、

発達性読み書き障害まで
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1．学習に困難がある子ども？

特別支援教育とは、障害のある幼児児童生徒
の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支
援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一
人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高
め、生活や学習上の困難を改善又は克服する
ため、適切な指導及び必要な支援を行うもので
す。（平成19：2007年4月 学校教育法）

障害：視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不
自由（運動）、病弱・身体虚弱。

言語障害、自閉症・情緒障害、学習障害、
注意欠陥多動性障害。 5



ある学習に困難がある子ども

テーマ
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学習に困難がある子ども？

子どもの学習困難は、

子どもの側・・・障害等

環境の側 ・・・家庭（家族）、学校（教員等）等

これら両方の側面から見て、理解（診断）する。

◎実践における理解とは？

理解でき、改善可能な部分から目標を設定し
て支援し、その成果の過程で、さらに理解を深
め、発展的目標ができる。この理解と支援が一
体化したものがPDCAによる実践である。
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学習障害（LD）の定義

ＤＳＭ-Ⅳ-ＴＲ（2002）

学習障害：

・読字障害

・書字表出障害

・算数障害

コミュニケーション障害
：

・受容-表出混合性言
語障害

・表出性言語障害

文部科学省（1999）

学習障害：

・読む

・書く

・計算する

・推論する

・聞く

・話す

＊発達性読み書き障害とは、中核障害は読字の障害。

ＤＳＭ-5（2014）

限局性学習障害：

・読字の障害

・書字表出の障害

・算数の障害

コミュニケーション障害
群：
・言語障害
その他、
・語音障害（音韻・構音を含む）
・小児期発症流暢障害（吃音）
・社会的コミュニケーション障害
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文部科学省の調査：LDとは？
(黒字H14年、赤字:H24年)

A：学習面

B：不注意・多動・
衝動性

C：対人関係

（学校教員対象の調査結果）

読み書き
：2.4%
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発達性読み書き障害（DD）とは？
発達性読み書き障害は、学習障害の一つ。

DSM-Ⅳ、ICＤ-10の読字障害と書字障害を含む
。

定義は、読み書きの学習レベルが年齢や知的発
達、教育の程度から期待されるレベルより、十
分に低い状態をいう。

頻度は、アルファベット圏では、学童の５～７％。
日本語圏では、学童の１～２％。（細川ら、2009

）。文科省の教員に対する調査（2012）では学
習の困難が4.5％。読み書きの困難2.4%。

読めないのではなく、読むのに時間がかかる
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発達相当のひらがな読み能力？
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読み能力の分布（例：36人学級）

1~2％ 読み困難
「36人中1/2~1人？」

84％ 読みは標準以上
「36人中30人」

14％ 境界域
「36人中5人」

読み困難
の閾値
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幼稚園のDD児の困難

〇色や形の名称、友達の名前を覚えられない。
思い出せない。

・単語の発音を間違える

・童謡の歌詞を覚えず、童謡を歌うのを嫌う

・自分の名前に使われる文字を認識できない

〇絵本を読まない

・絵本を読んでくれといい、暗記してしまう

〇しりとり遊びができない

・文字を教えようとすると逃げ出す
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小学1，2年のDD児の困難
話す：

〇似たような語と間違えて言う。

〇名前が出てこない。

読む：

〇一文字ずつのたどり読み（逐字読み）が続き、内容
が理解できない。

〇飛ばし読みや勝手読みが多い。

〇拗音・促音が読めない。

〇文字と音を関連づけることができない。

書く：

・読むだけでなく書くことは更に大変で、連絡帳を書く
ことができない。 14



小学3-6年生のDD児の困難
話す：
〇長い複雑な単語の発音を間違う。
〇質問されて答えるのに、時間がかかる。
読む：
・単語によって読み方が変わる漢字が読めない。青空・空気

〇読み飛ばし、読み間違いが多い。
・見慣れない言葉や文章の区切りが分かりにくい。
〇簡単な文は読めるが、学年レベルの文章は困難。
〇読むスキルの習得が非常に遅い、疲労を感じる。

〇正確さは改善するが、流暢さの困難が続く。
書く：
・平仮名と片仮名の使い分け、平仮名主体の文章になる。
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中学・高校・成人のDDの困難
話す：

〇人名や地名の発音を間違える、単語の一部が抜ける。

〇質問につまったときに流暢にしゃべれない。
読む：
〇すらすら読めない、読むと極端に疲労する。
〇独特の単語の発音に苦労し、「あれください」となる。

・図やグラフや写真の入っている本、文字数が少ない本を好む
。

・読めない単語があってもストーリーを追え、読み困難の自覚
はないこともある。

〇細部を正確に読めないので、学習意欲を持てず、進学も困
難となる。

書く：

〇英語のスペルと読みは困難である。ヒアリングはできることも
ある。

・機械的な事務作業の効率が悪い。 16



2．発達性読み書き障害（DD）診察手順

０．問診（困りごと、家族歴など）・診察

１．読み書きの臨床症状チェック表

２．知能検査（WISC-Ⅲ/Ⅳ、K/ABC-Ⅱ、など）

３．ひらがな読み検査・・・読みの速さと正確さ

①短音連続読み検査

②単語速読検査

ⅰ．有意味語 ⅱ．無意味語

③単文音読検査

４．学習習熟度テスト（国語・算数）
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（稲垣ら、2010）
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ひらがな読み検査(稲垣ら、2010)
①短音連続読み検査

③単文音読検査 （3文）

②単語速読
検査

ⅰ．有意味語

②単語速読
検査

ⅱ．無意味語

ちゃわん
ちゃちが

（50字）

（30語）
（30語）
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算数修了問題の記入用紙 年 組 氏名：
（正答は○、無答はNR、誤答は記入）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

数

概

念

整

数

問題 回答 問題 回答 問題 回答 問題 回答 問題 回答 問題 回答

１－１① 〇 １－１① 〇 １－５ 〇 １－４ １－６全当 １－５全当

１－１② 〇 １－１② 〇 ２－１① 〇 １－５① 〇 １－６①

１－２① 〇 １－２① 〇 ２－１② 〇 １－５② 〇 １－６②

１－２② 〇 １－２② 〇 ２－２ 〇

１－３① 〇 １－３① 〇 ２－３① 〇

１－３② 〇 １－３② 〇 ２－３② 〇

１－３③ 〇 １－４① 〇 ２－５ 〇

１－４① 〇 １－４② 〇

１－４② 〇 １－５① 〇

１－４③ 〇 １－５② 〇

１－５① 〇 １－６ 〇

１－５② 〇

１－６ 〇

２－２① 〇

２－２② 〇

１－６① 〇 １－７① １－３①

小 １－６② 〇 １－７② １－３②

数 １－７① １－７③

・ １－７② １－７④

分 ２－１① 〇 １－７⑤

数 ２－１② 〇 ２ー１①

２－２ ２－１②

２－１③

２－２③

２－１① 〇 １－７① 〇 １－１① 〇 ２－３① 〇 １－４① １－１①

加 ２－１② 〇 １－７② 〇 １－１② 〇 ２－３② 〇 ２－３① １－１②

法 ２－１③ 〇 １－７③ 〇 １－１④ 〇 ２－４① 〇 ２－３②

・ ２－１④ 〇 １－７④ 〇 １－１⑤ 〇 ２－４② 〇

減 ２－１⑤ 〇 ２－４① 〇

法 ２－１⑥ 〇

数 (２－３①) 〇

(２－３②) 〇

の （２－３） 〇 １－２① 〇 １－２① 〇 １－２① １－２①

２－２① 〇 １－２② 〇 １－２② 〇 １－２② １－２②

計 乗 ２－２② 〇 １－２③ 〇 １－２③ 〇 １－２③ １－２③

法 １－３① 〇 １－２④ 〇 １－２④ １－２④

算 ・ １－３② 〇 １－２⑤ 〇 １－３①

１－４① 〇 １－２⑥ 〇 １－３②

除 １－４② 〇 １－３③

法 １－６ 〇 １－３④

１－７ 〇 ２－２①

２－４② 〇 ２－２②

２－４③ 〇

計
算
法
則

（２－１） 〇 １－１③ 〇 １－１① 〇 １－１①

１－１② 〇 １－１②

（１－３①）

（１－３②）

（２－４①）
〇

（２－６①） (２－４①あ) (１－４①)

数 （２－４②）
〇

（２－６②） (２－４①い) (１－４②)

量 分 (２－４②) (２－１①)

関 布 (２－５①) (２－１②)

係 (２－５②)

文
章
題

２－３① 〇 ２－１ １－６ １－３① １－５① １－４①

２－３② 〇 ２－３ １－７ １－３② １－５② １－４②

２－４① 〇 ２－６① ２－５① ２－４①あ ２－１①

２－４② 〇 ２－６② ２－５② ２－４①い ２－１②

２－４③ 〇 ２－４② ２－２①

２－５① ２－２②

２－５② ２－２③1.

２－２③2.

(注) 括弧は文章題と重複

小学5年生
得意な算数の習熟度（例）
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小学5年生

国語修了問題の記入用紙 年 組 氏名：

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

問題 答 問題 答 問題 答 問題 答 問題 答 問題 答

一 １① 〇 １ 〇 １ 〇 １ 〇 1 1

聞 １② 〇 ２① 〇 ２① 〇 ２ 2 2

く ２ 〇 ２② 〇 ２② 〇 3① 3

３ 〇 ３②

二 １ 〇 １ １① １ 1 1①

読 ２ 〇 ２ １② ２① 2 １②

む ３ 〇 ３ １③ ２② 3 2

２ ２③ 4 3

３ ３ 5 4

４ 5

三 １① 〇 １ １ １ 1 1

書 １② 〇 2

く

四 書く １ 〇 書く １ 〇 書く １ 書く １ 書く １ 書く １

言 書く ２ 〇 書く ２ 〇 書く ２ 書く ２ 書く ２ 書く ２

語 書く ３ 〇 書く ３ 〇 書く ３ 書く ３ 書く ３ 書く ３

事 書く ４ 〇 読む １ 〇 書く ４ 書く ４ 書く ４ 書く ４

項 書く ５ 〇 読む ２ 〇 読む １ 書く ５ 書く ５ 読む １

書く ６ 〇 読む ３ 〇 読む ２ 〇 読む １ 読む １ 読む ２

読む １ 〇 読む ３ 〇 読む ２ 読む ２ 読む ３

読む ２ 〇 読む ４ 〇 読む ３ 読む ３ 読む ４

読む ３ 〇 読む ４

読む ４ 〇

読む ５ 〇

苦手な国語の習熟度（例）
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発達性読み書き障害（DD）の診断・支援の現状
問診・診察

認知・知能検査（KABC-Ⅱ、WISC-Ⅳ）

症状チェック表・ひらがな読み検査・
学習習熟度テスト、STRAW（書き）

学校のノートとテスト、行動評価

診断

全人的支援：
・子どもの良さを伸ば
す。（トップアップ）

・心身の健康、コミュニ
ケーション、行動・社会
性、社会参加、学習、
身辺自立を促す。

ボトムアップ:

習熟段階に合った達成可能な学
習内容・量を精選する。一斉授業
では今している学習とのギャップ
をヒントカード、助言等で補い、理
解のために個別指導等を行う。
DDに特化した文字の音声化、語
彙力指導を強化する。

支援

トップダウン:

将来の習熟到達段
階を予測して、生き
る力につながる学
習内容を精選する。
生活を題材に学習
する。
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症例．小学２年生
受診・診断時年齢：小学１年3学期、男児A児。

きっかけは家族からの訴え。
精密検査：
１．読み書きの症状チェック表 読み10項目に困難あり
２．知能検査：ＦＩＱ８７，ＶＩＱ８４，ＰＩＱ９３
３．ひらがな読み検査：

①単音連続読み検査 時間71秒(+4.1SD)、飛ばす22個、
誤答数6個(+2.6SD)

②単語速読検査
ⅰ．有意味語 時間83秒(+6.4SD)、誤答数14個(+8.7SD)
ⅱ．無意味語 時間78秒(+1.8SD)、誤答数17個(+4.5SD)

③短文音読検査 時間48秒(+11.0SD)、誤答数8個(+6.6SD)

４．学習習熟度テスト（国語・算数）
国語：聞く、読むはできず。漢字の読み2/5、書き3/7。

作文「（おんなのこが）じれんしでどこかにいつています。」
算数：文章を読まずに、数字を組み合わせて解答して大部分できる。
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調査期間：

2018年4月から2019年12月までの1年9か月間に愛媛県立子ども
療育センター外来を受診した子どもの内、学習の困難に関連する
主訴のあった子ども89名の内、発達性読み書き障害（DDと略す）と
診断した子ども51名。

対象児：

・ DDがある子ども（DD児）51名（男42名、女9名）

受診時平均年齢9歳10か月（6歳2か月～17歳7か月）

・ その内、学習習熟度テストができたDD児38名（男31名、女7名）

受診時平均年齢は9歳6か月（6歳2か月～13歳11か月）
25

３．子ども療育センター受診したDDの現状

調査：学習の困難を主訴とした子ども
（長尾ら、愛媛県小児科医会雑誌、2022）



対象児

受診した子ども 89人（男71人、女18人）

年齢：5歳5か月～17歳7か月

主訴： （重複あり）

読み書きの困難・学習困難 89名

＋読める文字が書けない 2名

＋漢字が書けない・覚えられない 6名

＋不器用 6名

＋算数ができない 5名

＋言葉の遅れ 1名
26



対象児

DDと診断した子ども 51人（男42人、女9人）

年齢：6歳2か月～17歳7か月

最終診断： （重複あり）

DDのみ 21名

＋境界域の発達（IQ:70～84） 15名

＋注意欠如・多動性障害（不注意） 8名

＋自閉症スペクトラム障害 6名

＋不登校 2名

＋その他（異文化、夜尿、てんかん） 計3名
27



ＤＤ児の学習習熟度テストの全学年平均標準得点

-

定型児との差
有意差あり（38名）
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DDがある5年生一例の学習習熟度テストの標準得点

1年 2年 3年 4年

聞く 103.4 110.6 122.7 72.5

読む 108.5 83.8 62.6 0

書く 118.8 128.4 0 0

漢字を書く 120.4 88.6 126.6 30.4

漢字を読む 125.8 116.1 124.5 101.5

国語平均 115.3 107.7 89.1 44.7

数概念 78.9 88.7 103.5 12.5

数の計算 93.1 94.5 99 54.4

文章題 104.2 108.6 82.8 0

算数平均 92.2 97.3 98.3 23.4
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DDがある子どもの病院受診

病院を受診する 病院を受診しない

本人 ①生活上の困難がある
・DD症状が顕著である

・知的発達が境界域～
軽度遅れ
・合併症がある

①生活上の困難がない
・DD症状が軽い

・知的、その他の得意分野
でカバーしている
・DD以外の症状がない

環境
（親、教
員、そ
の他）

①環境の課題

・親や支援者が困って
いる

・周囲の友達などが困
っている

①環境の問題
・親や支援者が気づかない

・本人の頑張りが足りないと
考える

・周囲の人の過剰支援で困
らない
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４．DDの早期発見・支援の重要性

・DDは脳の可塑性が重要で、小児期を通じて減
少し、幼児期後期に比べて、小学4年では学習に
4倍の時間が必要である。（NICHD）

・学習の問題で、小学1年生までに支援を受けた
場合は90%が通常の読み能力を達成したが、小
学3年生まで支援を受けなかった場合は75%が
読みに苦労している。（IDA）

・S.E.Shaywitz（2021）は21世紀のDDのレビュ
ーの中で小学1年の早い時期に特定し、支援す
る。また、J.Sanfilippo（2020）は4～5歳で小児
科医がDDを見つけて「支援」モデルを実践する。31



発達性読み書き障害の早期発見

幼
稚
園
（年
長
児
）
：絵
本
を
読
ま
な
い
。

し
り
と
り
が
で
き
な
い

小
学
校

一
年

一
学
期
：ひ
ら
が
な
文
が
逐
次
読
み
。

読
み
飛
ば
し
、
勝
手
読
み
が
多
い
。

小
学
校

一
年
夏
休
み
：親
子
で
本
読
み
の
時
間
を

１
０
分
を
持
つ
。
そ
の
後
に
内
容
に
つ
い
て
話
し
合

う
。

小
学
校

一
年
二
学
期
：本
読
み
で
自
信
を
失
わ
な

い
配
慮
を
す
る
。
後
半
で
ひ
ら
が
な
読
み
に
困
難
が

あ
れ
ば
、
通
級
又
は
専
門
機
関
に
紹
介
す
る
。(

愛

媛
県
で
は
、
愛
媛
県
立
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー)

子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
で
読
み
検
査
等
を
実
施
し

て
、
学
校
や
家
庭
で
の
支
援
案
を
立
て
る
。

２，３
学期

１学期
夏休み

２学期 3学期、（2

年1学期）
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担任が気になる子：小学1年の2学期
に症状チェック表～７ｐ以上

地域の担当教員が読み検査

問題なし 問題あり

教育的判断

通級等による指導

子ども療育センターで精査：
読み検査、K-ABCⅡ検査等

2年1学期に再検査（読み）

問題なし 問題あり：紹介

問題なし 問題あり：診断

子ども療育センター
で定期評価、通級
等と連携した指導

発達性読み書き障害の診断と支援

通級の担当教員等
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障害の早期診断の意義
G～良い面：

・子どもが自分の困難に気づき、それに対する付き合
い方を習得する。（helpが出せる）

・体験を通して自分の良さに気づき、それを伸ばすこと
に早くから取り組み、自信をつける。

＜本人の良さを見つけて、

励まし続ける人が子どもを育てる＞

P～悪い面（問題点）：

・本人、保護者、関係者の本人への期待が減り、少し
の困難でも障害だからと、すぐにあきらめるようになる。
そして、過剰支援や無視・排除をする。
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